
                     

■
聴
力
低
下
が
認
知
症
の
リ
ス
ク
に

　

「
加
齢
に
よ
る
難
聴
は
徐
々
に
進
行

す
る
た
め
、
本
人
だ
け
で
は
気
付
き
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
」
と
補
聴
器
専

門
店
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
・

川
崎
本
店
の
中な

か

久く

喜き

大だ
い

地ち

店
長
。「
難

聴
は
言
語
を
つ
か
さ
ど
る
脳
の
部
位
の

働
き
を
弱
め
る
こ
と
か
ら
、
放
置
す
る

と
〝
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
〞

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」。

　

家
族
や
周
囲
の
人
が
難
聴
に
気
付
く

き
っ
か
け
は
、
▽
テ
レ
ビ
の
音
が
と
て

も
大
き
く
、
話
し
か
け
て
も
返
事
が
な

い
、
▽
分
か
っ
た
よ
う
な
返
事
を
し
て

も
実
際
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
、
▽
チ
ャ
イ
ム
や
体
温
計
の
音
が
聞

こ
え
て
い
な
い
様
子
だ
―
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
。
同
社
で
は
、
こ
う
し
た
「
難
聴

の
サ
イ
ン
」
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
早

期
に
医
師
や
店
に
相
談
し
て
補
聴
器
を

試
す
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
認
定
補
聴
器
技
能
者
が
対
応

　

創
業
36
年
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

神
奈
川
は
〝
目
立
た
な
い
補
聴
器
〞
の

専
門
店
。
海
外
の
補
聴
器
メ

ー
カ
ー
６
社
の
製
品
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
聴
き
比
べ
が

可
能
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
一
人
一
人

の
心
の
声
に
寄
り
添
う
」。
専

門
的
な
知
識
を
持
ち
、
利
用

者
が
正
し
く
使
用
で
き
る
よ

う
補
聴
器
の
調
整
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
「
認
定
補
聴
器

技
能
者
」
が
、
補
聴
器
の
販
売
と
購
入

後
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
の
型
を
と
っ
て
作
成
す
る
「
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」
が
人
気

で
、
マ
ス
ク
や
眼
鏡
の
着
脱
時
に
も
邪

魔
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
耳
掛
け

型
補
聴
器
」
か
ら
の
買
い
替
え
を
検
討

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
。
５
５
０
０

円
で
２
週
間
の
お
試
し
レ
ン
タ
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

「
見
え
な
い
補
聴
器
」
を
探
し
て
い

る
人
に
は
、
昨
年
12
月
に
登
場
し
た
世

界
初
、
超
小
型
で
充
電
式
の
耳
穴
型
補

聴
器
「
Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
＆

Ｇ
ｏ

Ｉ
Ｘ
（
シ
ル
ク

チ
ャ
ー
ジ

ア

ン
ド
ゴ
ー

ア
イ
エ
ッ
ク
ス
）」
＝
左
写

真
＝
が
お
薦
め
。
店
舗
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅

東
口
の
本
店
以
外
に
、
横
浜
市
西
区
の

横
浜
新
都
市
ビ
ル
（
そ
ご
う
）
９
階
に

横
浜
プ
レ
ミ
ア
ム
ラ
ウ
ン
ジ
も
。
購
入

時
に
来
店
が
難
し
い
場
合
は
在
宅
訪
問

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
、医
療
費
控
除
・

助
成
金
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

１
月
31
日
（
水
）
ま
で
「
新
春
お
年

玉
セ
ー
ル
」
を
開
催
中
。
補
聴
器
を
最

大
20
％
オ
フ
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
一

部
除
外
あ
り
）。

【
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
・
川

崎
本
店
】

☎
０
４
４
（
２
２
２
）
９
３
５
４

　親元に帰省したときや久しぶりに高齢の家族に会ったとき、「聞き返しの多　親元に帰省したときや久しぶりに高齢の家族に会ったとき、「聞き返しの多
さ」や「テレビの音量の大きさ」が気になったことはありませんか？ それらは、さ」や「テレビの音量の大きさ」が気になったことはありませんか？ それらは、
もしかすると「難聴のサイン」かもしれません。もしかすると「難聴のサイン」かもしれません。

ヒヤリングセンター神奈川は認定補聴器技能者が在籍し、補聴器ヒヤリングセンター神奈川は認定補聴器技能者が在籍し、補聴器
の調整などに必要な測定機器や設備を持つ「認定補聴器専門店」。の調整などに必要な測定機器や設備を持つ「認定補聴器専門店」。
川崎本店の中久喜大地店長は「難聴のサインに気付いたら早めに川崎本店の中久喜大地店長は「難聴のサインに気付いたら早めに
相談をして補聴器を試してほしい」と話しています相談をして補聴器を試してほしい」と話しています

見逃さないで

１円玉との大きさ比較

充電式で取り扱いも簡単
「Silk Charge&Go IX」の大きさは約１㌢。
装用の様子。外からはほとんど見えません

テレビの音が大きい 聞き返しが増えた…川崎駅東口

川崎本店

ヒヤリング
センター
神奈川 難聴のサイン

※一部除外あり
補聴器を で販売最大 20％オフ最大 20％オフ
1月末まで お年玉セール！新 春
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昭２・１１・２０・２９・３８・４７・５６平２・１１・２０・２９

効用ある時。失敗したと思っても悲
観しないでね。良いキッカケとなる

一白
水星

大１１昭６・１５・２４・３３・４２・５１・６0平６・１５・２４令３

欲だすと失敗。不平不満は幸運を遠
ざける。守りの姿勢で心身を養う時

六白
金星

大１２昭７・１６・２５・３４・４３・５２・６１平７・１６・２５ 令４

受け入れる時。意外な形で運気が
動く。来たものには丁寧に対応して吉

五黄
土星

深呼吸が必要な時。興味湧いても良
く考えて動く。勢いに任せては駄目

二黒
土星
昭元・１０・１９・２８・３７・４６・５５平元・１０・１９・２８

気負う必要ない時。感じたままに動
けば良い。運気が自然についてくる

七赤
金星
大１０昭５・１４・２３・３２・４１・５０・５９平５・１４・２３令２

自由になる時。状況が整ったならグ
ズグズしない。気持ちを切り替える

三碧
木星
大１４昭９・１８・２７・３６・４５・５４・６３平９・１８・２７

粘り勝ちの時。物事には順序がある。
初め大変でも準備は抜かりなくね

八白
土星
大９昭４・１３・２２・３１・４０・４９・５８平４・１３・２２・３１（令元年）

無理を通そうとしなければ問題な
しの時。小さなことを無視しないで

四緑
木星
大１３昭８・１７・２６・３５・４４・５３・６２平８・１７・２６令５

加速度が増す時。心動いたらどんど
ん進んでね。途中で気持ち変えない

九紫
火星
大８昭３・１２・２１・３０・３９・４８・５７平３・１２・２１・３０

鑑定士 文月紫里羅 070（1391）8777

1月19日～1月25日
次回 1月26日付九星易占い

                     

　「
死
後
事
務
委
任
」
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
。
自
分
が
い
な
く

な
っ
た
後
に
、
も
ろ
も
ろ
の
手
続

き
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
相
続
人
の
い
な
い
場

合
は
、
死
後
事
務
委
任
の
契
約
を

専
門
家
と
結
ん
で
お
く
と
、
も
し

も
の
場
合
も
事
務
処
理
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。「
島
崎
行
政
書

士
事
務
所
」（
川
崎
区
）
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
続
人
の
い
な
い
人
は「
死
後
事
務
委
任
」契
約

で
悩
み
解
決
を
　
　
　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

「気軽に相談を」と
行政書士の島崎翔太さん

　
相
続
人
の
い
な
い
人
の
悩
み
の

一
つ
に
墓
じ
ま
い
が
あ
り
ま
す
。

「
先
祖
代
々
の
お
墓
が
あ
る
け
れ

ど
、
自
分
の
死
ん
だ
後
の
お
墓
を

ど
う
し
よ
う
」
と
い
っ
た
内
容
で

す
。
相
続
人
が
い
れ
ば
、
も
し
自

分
の
死
後
に
墓
じ
ま
い
を
す
る
と

な
っ
た
場
合
に
手
続
き
し
て
も
ら

え
ま
す
が
、
い
な
く
て
も
委
任
し

た
人
に
手
続
き
の
代
行
を
し
て
も

ら
え
ま
す
。

　
同
事
務
所
で
は
相
談
無
料
。
他

士
業
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え

ま
す
。
川
崎
市
内
は
無
料
出
張
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
７)

３
０
０
７

暮らし

Tel

                     

　
低
価
格
で
浴
室
を
き
れ
い
に
し

た
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
み
・
変

色
ひ
び
割
れ
を
補
修
し
た
い
、
冷

た
い
タ
イ
ル
床
を
直
し
た
い
。
で

も
、
業
者
の
見
積
も
り
で
は
予
算

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
…
。

　
そ
ん
な
悩
み
を
解
決
す
る
の

が
「
ふ
ろ
い
ち
」
の
エ
ー
ル
工

浴
室
リ
フ
ォ
ー
ム
低
価
格
で
実
現
し
ま
す
！

部
分
リ
フ
ォ
ー
ム
対
応  

ふ
ろ
い
ち
大
田
南
店

法
。
今
あ
る
も
の
を
交
換
せ
ず
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
へ
の
交
換
は
困
難
。
か
え
っ
て

狭
く
な
る
、と
業
者
に
言
わ
れ
た
」

と
い
う
人
も
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム

を
す
る
前
に
相
談
し
て
み
て
は
。

見
積
も
り
、
相
談
は
無
料
。
部
分

リ
フ
ォ
ー
ム
も
対
応
し
ま
す
。

暮らし

「トゥデイを見た」
で10％オフ！

ふろいち大田南店

３月30日（土）
まで有効

対応エリア
神奈川県、東京都
※見積もり無料

東
京
都
大
田
区
羽
田
２
の
31
の
７

　 

０
３(

６
４
２
３)

２
３
６
０

   

０
９
０
（
２
６
３
０
）
７
３
８
７

 
 
f
u
r
o
i
c
h
i
-
o
t
a
3
7
3
@
k
h
f
.

biglobe.ne.jp

Tel

後
藤
健
二
代
表

タイルの床も
シートを貼れば
ヒートショックを

軽減できます

リフォーム前 リフォーム後

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
は
イ
チ
ゴ

の
王
様
「
博
多
あ
ま
お
う
」
と
、

福
岡
県
の
銘
柄
茶
「
八や

め女
茶
」
を

使
っ
た
各
種
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え

る
フ
ェ
ア
を
３
月

日
（
日
）
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
夜
間
飛
行
で
は

博
多
あ
ま
お
う
＆
福
岡
八
女
茶
フ
ェ
ア

３
月
31
日（
日
）ま
で
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
、
全

品
の

ス
イ
ー
ツ
と
軽
食
が
楽
し
め
る

「
博
多
あ
ま
お
う
と
八
女
抹
茶
の

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」（
１
人

７
０
０
０
円
。
組
数
限
定
／
予
約

制
）
や
博
多
あ
ま
お
う
の
パ
フ
ェ

（
３
２
０
０
円
）
を
提
供
し
ま
す
。

　
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

ふ
わ
ふ
わ
に
焼
き
上
げ
た
ス
ポ
ン

ジ
と
北
海
道
産
生
ク
リ
ー
ム
で
、

あ
ま
お
う
を
丸
ご
と
巻
き
込
み
、

表
面
に
あ
ま
お
う
風
味
の
生
ク
リ

ー
ム
と
果
肉
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
「
博
多
あ
ま
お
う
の
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」（
３
０
０
０
円
）
な
ど

が
並
び
ま
す
。
フ
ェ
ア
の
詳
細
は

右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

季節限定メニューで「博多あまおう」と
「八女茶」の魅力を思う存分堪能

スイーツ

                     

　
川
崎
市
内
の
事
業
主
ら
で
構
成

す
る
川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）
は
１
月
７
日
、

市
立
東
小
田
小
学
校
（
川
崎
区
）

で
、
和
太
鼓
団
体
「
鼓こ

く

う空
」
に

30
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
鼓
空
は
約
25
年
前
に
発
足
。
川

崎
を
活
動
拠
点
に
、
養
護
施
設
や

高
齢
者
施
設
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
、

多
く
の
人
た
ち
を
元
気
づ
け
る
と

「
太
鼓
の
音
色
で
人
々
に
勇
気
と
笑
顔
を
」

川
崎
マ
リ
ー
ン
Ｒ
Ｃ
が
鼓
空
に
30
万
円
寄
付

茶谷会長（左）と茅野代表
＝鼓空が練習拠点にして
いる東小田小学校で

と
も
に
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
長
年
の

活
動
で
太
鼓
の
皮
が
傷
み
、
張
り

替
え
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
が
、

高
額
の
た
め
運
営
資
金
で
補
う
の

は
困
難
な
状
態
。
こ
の
窮
状
を
知

っ
た
同
Ｒ
Ｃ
が
「
今
後
の
活
動
の

た
め
に
」と
寄
付
を
決
め
ま
し
た
。

　
茶ち

ゃ
た
に谷
龍
太
Ｒ
Ｃ
会
長
は「
長
年
、

太
鼓
の
音
色
で
人
々
の
心
を
温
か

く
豊
か
に
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
勇
気
、笑
顔
を
届
け
て
ほ
し
い
」

と
目
録
を
渡
す
と
、
茅か

や
の野
清き

よ代
代

表
は
「
寄
付
を
い
た
だ
く
の
は
初

め
て
。
有
効
に
生
か
し
、
ま
す
ま

す
精
進
し
、
い
い
音
色
を
届
け
て

い
き
た
い
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

ニュース

                     

①ニンニクはみじん切り、玉ネギ・ニンジン・
ピーマンは粗みじん切りにする
②鍋に油を引きニンニクを香りが立つまで
炒め、豚ひき肉、玉ネギ、ニンジン、ピーマ
ンを加え、カレー粉を入れてさらに炒める
③❷に少量の水（分量外）とトマト缶、コ
ンソメ・ケチャップ・砂糖・塩を入れて味付けし
高野豆腐を入れて少し煮る
⑤お好みでしょうゆ・ソースで味を整える

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

　高野豆腐はさまざまな料理に使え、歯応え
と満腹感をアップさせます。今回のメニューで
は、戻す必要はありません。高野豆腐のチリコンカン風

ケチャップ　80ｇ
塩　小さじ２分の１
コンソメ　１個
砂糖　大さじ１
カレー粉　少々
しょうゆ・ソース　
少々（お好みで）

つ
く
り
か
た

材
料

　
　
　
　（
大
人
４
人
分
）

TODAY’S
おうちごはん

豚ひき肉　200ｇ
乾燥高野豆腐細切り　40ｇ
玉ネギ　１個
ニンジン　２分の１本
ピーマン　１個
ニンニク　１片
トマト缶　１缶

ワ
ン

ポ
イ
ン
ト

                     



                     

                     

                     

「
司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の


☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８
１
１

　
Ａ
　
会
社
や
法
人
は
、
登
記
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
２
週
間
以
内
に
変
更
登
記
を

者
で
な
い
役
員
に
つ
い
て
も
、
転
居
し
て
い
る

の
に
変
更
登
記
を
し
て
い
な
い
人
が
い
た
場

合
、
登
記
懈
怠
の
罰
金
が
、
代
表
者
に
請
求
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
株
式
会
社
で
は
、「
同
じ
人
が
役
員
だ

か
ら
」
と
、
任
期
が
定
款
で
定
め
て
い
る
期
間

を
超
え
て
い
る
の
に
登
記
を
せ
ず
に
放
置
し
て

い
る
と
、
選
任
懈
怠
と
し
て
罰
則
に
該
当
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
最
後
の
登
記
か
ら

年

放
置
し
た
場
合
、「
休
眠
会
社
」
と
し
て
、
み

な
し
解
散
登
記
が
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
会
社
を
経
営
し
て
い
る
方
は
、
登
記
事
項
に

変
更
が
な
い
か
、
い
ま
一
度
見
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
Ｑ
　
父
の
会
社
は
有
限
会
社
で
、
株
式
会

社
と
違
っ
て
任
期
が
な
い
た
め
役
員
変
更
登

記
を
ず
っ
と
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
日

父
が
他
界
し
た
の
で
変
更
登
記
を
し
よ
う
と

し
た
ら
、
司
法
書
士
に
「
過
料
が
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
有
限
会

社
で
も
登と

う

記き

懈け

怠た
い

（
登
記
事
項
に
変
更
が
生

じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
申
請
を
し
な

い
こ
と
）
の
罰
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

小
山
明
子
司
法
書
士

す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　
有
限
会
社
で

は
、
取
締
役
の
住

所
も
登
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
代
表

                     

　
Ａ
　「
将
来
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
」
と

い
う
場
合
、
弊
社
で
は
①
海
洋
散
骨
②
永
代
供

養
付
き
納
骨
堂
③
合ご

う

祀し

墓
を
提
案
し
ま
す
。

　
①
は
お
墓
を
持
た
な
い
と
い
う
選
択
で
す
。

遺
骨
を
粉
末
状
に
し
て
海
に
返
す
自
然
葬
の
一

つ
で
、
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
故
人
を
偲し

の

ぶ
際
の
「
よ
す
が
」
を
残
す
た
め
、
手
元
で
少

定
期
間
が
過
ぎ
る
と
合
祀
し
、
永
代
供
養
さ
れ

ま
す
。
納
骨
堂
の
区
画
で
納
骨
可
能
な
人
数
が

異
な
る
の
で
必
要
な
人
数
分
の
納
骨
が
で
き
る

か
を
確
認
し
た
上
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
③
は
、遺
骨
を
ほ
か
の
方
と
一
緒
に
埋
葬
し
、

永
代
供
養
し
て
も
ら
う
お
墓
で
す
。
一
度
納
骨

を
し
て
し
ま
う
と
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
納
骨
堂
に
比
べ
る
と
、
費
用
は
抑
え
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
祖
供
養
の
方
法
を
見
直
し
、
墓
石
を
取
り

払
っ
て
整
備
し
、
お
寺
や
霊
園
に
返
還
す
る

〝
墓
じ
ま
い
〟
も
増
え
て
い
ま
す
。
費
用
は
利
用

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
墓
石
店
な

ど
に
目
安
を
尋
ね
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｑ
　
夫
婦
２
人
で
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

お
墓
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

量
の
遺
骨
を
守
る

手
元
供
養
も
併
せ

て
行
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
②
は
個
別
の
墓

石
を
設
け
な
い
形

で
、
納
骨
後
、
一

水
田
明
彦
１
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町

の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５
２
５

                                          

                     



                     

                     

                                          


